
　この「あとがき」を 9月下旬に書いておりますが，新型
コロナウイルス感染症（COVID-19）の第 7波が収束しつつ
あります．本号がお手元に届く頃にはさらに感染者数が減
少していることを心から願っております．
　さて，「今月のピックアップ」は，技術講座「微生物検
査において病原体の取り扱いに必要なバイオセーフティ」
としました．コロナ禍において，SARS-CoV-2 の抗原検
査や遺伝子検査では，微生物検査に携わる検査技師だけで
なく，さまざまな検査分野の検査技師が日勤や夜勤等で従
事していることと思います．バイオセーフティでは，病原
体の安全取扱い技術や管理規則の設定といったソフト面
と，施設や設備基準のようなハード面の，両面からの対策
が重要です．本記事では，国立感染症研究所によるBSL
や感染症法による設備基準との互いの関連性を含めて，核
酸増幅検査や抗酸菌検査も行うことを想定した微生物検査
室の一例も提示していただいています．さらには，検査室
内のゾーニング，個人防護具（PPE）の使用，基本操作など
押さえておくべき知識や技術のポイントが端的にわかりや
すく解説されています．ぜひ，本稿をお読みいただき，バ
イオセーフティの原理 ･原則を十分に理解した上で，自施
設の検査室に即応したバイオハザード対策の構築と教育や
訓練に役立てていただければと思います．
　その他，「病気のはなし」「技術講座」「トピックス」「フォー
カス」「疾患と検査値の推移」「ワンポイントアドバイス」「臨
床検査のピットフォール」「ラボクイズ」「読者質問箱」など
日常検査にすぐに役立つ論文ばかりですので，ぜひ，最後
までお目通しいただければと思います．
� （大楠清文）
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あ と が き

編集室より
　大学院時代の研究室の同級生が徐々に執筆者の立場と
なり，弊社の書籍も執筆するようになりました．彼とは
教授のしごき教えを受けながら 3年間苦楽を共にしたの
で，書籍に印字された彼の名前を初めて見た時には感慨
深いものがありました．いつか彼や教授と一緒に仕事を
したいものです．� （N）

病気のはなし
・HIV感染症/AIDS �  塚田訓久
技術講座
・持続皮下グルコース検査（CGM） �  小野佳一
・発色酵素基質培地の基本 �  中山麻美
・造血器腫瘍の染色体・FISH検査 �  井戸田篤
・臨床検査を終了した既存試料（残余検体）の研究，�
業務，教育のための使用について �  横崎典哉

トピックス
・薬剤耐性グラム陰性菌感染症治療ガイダンス �  西村　翔
・尿検体への質量分析の応用 �  森田賢史
フォーカス
・輸血のための検査マニュアル改訂のポイント � 森山昌彦
・炎症性腸疾患（IBD）のバイオマーカー �  岡田光貴
疾患と検査値の推移
・急性膵炎 �  廣田衛久
臨床検査のピットフォール
・造血幹細胞移植検査 �  澤田朝寛
読者質問箱
・心筋梗塞で，PCI などで再灌流した場合でも，�
心筋は壊死しているため異常Q波が�
残るのでしょうか？ �  野池亮太

臨床医からの質問に答える
・嫌気培養を依頼するときの注意点を教えてください． �
�  三澤慶樹

ワンポイントアドバイス
・コロナ禍における呼吸機能検査 �  情野千文
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